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「我が社における最近の取組事例」

株式会社ミヤプロ
代表取締役　宮嵜 佳昭 氏

香川マルチメディアビジネスフォーラムの会長を拝命してお
ります株式会社ミヤプロの宮嵜です。当社は、昭和51年、父
が写真製版業として設立しました。写真製版というアナログ
の世界から始まりましたが、現在はインキを紫外線で硬化さ
せて固める特殊な印刷技術を駆使した写真製版、記念誌や
広報誌の企画・デザイン・印刷などを行っております。
私が35歳の頃、インターネットが世に出始めましたので、そ
ろそろ世の中が変わるのではないかと思い、アメリカのシリコ
ンバレーへ視察に行きました。そこで、私は、びっくり仰天し
まして、「これはマズイ。このままでは、うちの社業である製版
の仕事はなくなる」と慌てたものでございます。それから、当
社では、まず、ホームページといったコンテンツ制作から始め
まして、最近では、日本最大のフリーマーケットでのアンケー
ト収集システムや出演者の登録システム等の構築を行うな
ど、ICT、IoT関連事業にも積極的に取り組んでいます。
最近では、当社も参画するロボットIoT利活用研究会の企
画が経済産業省の「IoTを活用した新ビジネス創業推進事
業」に採択されまして、高松丸亀町商店街で「高松スマート
免税・観光プラットホーム」として「免税カウンター」、「観光
支援アプリ」、「おへんろぼ」の実証試験に取り組みました。
高松空港はインバウンドによる訪日外国人旅行者が増加して

おります。そこで、観光支援アプリで、商店街の店舗などの情報
提供を行い、その店舗でモバイル決済で購入しますと、今回開
発した自動免税システムの免税カウンターと連携して免税額が
自動算出され、クレジットカードに返金される仕組みです。それ
から、ロボット活用の事例として、お遍路の格好をした人型ロ
ボットPepper(ペッパー)が、さきほど説明しました免税カウン
ターで海外インバウンド向けに多言語対応にて観光案内を行い
ました。他にも、このPepperは地元幼稚園に導入して、先生の
代わりに、勉強や延長保育でも活躍しております。
最後に、CSRにも取り組んでおります。イラストによる町お
こしとして、さぬきマーチング(街ing)委員会というものを立ち
上げ、「香川県のいいね」というところを「さぬきひとまち百
景」として、イラスト化して、基本的に全て無料で提供しており
ます。銀行やショッピングモー
ル、空港に展示したり、琴電のレ
トロ電車を使用して展示などを
行っています。
現在もVR・AI等の制作を行って

おりますが、まだまだ新しい挑戦を
やっていきたいと思っております。

「さぬき時間を楽しむ。をテーマに」

株式会社tao.
代表取締役　久保 　月 氏

当社はグラフィックデザインを軸に、「仕事としてのデザイ
ンを通して、香川の暮らしを楽しみたい」という思いで日々活
動しています。「tao.」は「道」という意味。デザインワークで
太い道を作りながら「やれること、やりたいことに積極的に関
わっていく」という思いで、雑誌制作の他、いろいろなパッ
ケージやプランニングも行っています。
さて私共は、雑誌「IKUNAS」を年2回、発行しています。
「IKUNAS」は、「イクナス」と読みますが、逆から読むと
「SANUKI(さぬき)」になります。日々の生活の中での「ささ
いな気づき」を掘り下げ、「？」が「！」になることを楽しみなが
ら、デザイン思考でとらえることが雑誌づくりのベースです。
見方を変えれば、新しい価値が生まれる。そういったこと
を自分たちの活動を通して実感しており、県下のものづくりの
企業や伝統工芸品を作っていらっしゃる方と一緒に、その価
値の掘り起こしを行っています。
「IKUNAS」は、平成18年に創刊し、漆、手毬、下駄、保多
織、盆栽、家具、菓子木型など香川の伝統工芸品に指定され
ているものを取り上げてきました。その都度「香川県は、もの
づくりが浸透する地域だなあ」と学んでいます。平成27年から
は、「ライフスタイル的な視点でのものづくりの訴求」、「もの
の販売」、「読者への直接お届け」という機能を持たせて、
「調味料」、「クラフト」、「旅」、「観光地」、「産業としての
漆」、「暮らしの視点」、「郷土料理」といった各号ワンテー
マで取り上げています。商品を掲載すると「見たい」、「実際
に手に取ってみたい」、「何か質問したい」とさらなる行動欲
求も生まれます。そこで、見る・触る・体験が可能なギャラ
リーを事務所の横に設けています。また、職人さんとお客さん
をつなぐワークショップの開催や職人さん同士の横つながり
の提案もしています。さらに、雑誌やお店でまだ紹介できてい
ない、しきれない情報を違う角度で掘り下げて、ウェブマガジ
ンや通販サイトの開設とフィールドを拡充しています。
私共は、女性消費者であることを最大限の強みにしていま
す。イクナスには「さぬき時間を楽しむ」というテーマがあり、
「ここから始まって、ここに戻る」と考
えています。好奇心旺盛な14名の女
性が、毎日にぎやかにものづくりの発
信や香川のこれからを話しながら、自
分たちの住んでいるところをリアルに
発信する活動をしています。

October 2018 Kagawa Industrial Information 21 6

特集
❶

平成30年度
戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）に採択
～財団と髙木綱業㈱が高耐疲労高強度全天候型絶縁ロープの製造・点検技術を共同開発～

わが国製造業の国際競争力強化と新たな事業の創出を目指し、中小企業・小規模事業者によるものづくり基盤技術（12技術分野）
の向上につながる研究開発、その事業化に向けた取組みを支援することを目的とし、製品化につながる可能性の高い研究開発、試作
品開発等及び販路開拓への取組みを一貫して支援する事業です。
※ものづくり基盤技術（12技術分野）：デザイン開発／情報処理／精密加工／製造環境／接合・実装／立体造形／表面処理／機械
制御／複合・新機能材料／材料製造プロセス／バイオ／測定計測

平成30年度事業に採択！ 
今年度は3月16日～5月22日まで公募が実施され、当財団からは1件が採択されました。全国では、334件の申請があった中から
126件（四国は4件）が採択されました。

提案までの手順

提案後～交付決定までの流れ

補 助 金 額
補助事業あたり、初年度4,500万円以下（定額部分：1,500万円以下）
２年度目：初年度の補助金交付決定額の2/3以内（定額部分：1,000万円以内）
３年度目：初年度の補助金交付決定額の1/2以内（定額部分：750万円以内）

1 研究内容が公募内容に合致しているか相談
2 研究共同体の構築
3 提案書等の作成
4 提案書等の内容精査
5 提案書提出
必要期間：3ヶ月～4ヶ月（長くとった方が良い）

1 全国採択委員会による書面審査
2 各地方経済産業局によるヒアリング審査
3 審査結果の通知
4 交付申請書の作成
5 交付決定→研究スタート
必要期間：2ヶ月程度

補助事業期間 2年度又は3年度

補 助 率 大学・公設試等の補助対象経費：定額
上記以外の補助対象経費：2/3以内

対 象 者 「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」の認定等を受けたものづくり中小企業・小規模事業者を含む
共同体であること。

ＰＬ：総括研究代表者
ＳＬ：副総括研究代表者
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戦略的基盤技術高度化支援事業

本事業は、高度な技術開発を前提とし、新規性や具体的な効果等が厳密に審査されるため、採択されるには提案書の作成等に十
分な準備を必要とします。また、通常毎年4月頃に公募が行われていましたが、平成31年度の公募開始時期については、繰り上げられ
る予定です。
当財団では常時相談に応じていますので、お早めにご連絡ください。
なお、本事業の平成30年度公募要領では次のとおりでした。

次年度以降の提案の相談について

公益財団法人かがわ産業支援財団 技術振興部 産学官連携推進課
高松市林町2217-16 FROM香川1F　TEL.087-840-0338　FAX.087-864-6303

お問い合わせ先

採択案件

高耐疲労高強度全天
候型絶縁ロープの製
造・点検技術の開発

全国の送電線等の電線張替工事で使用する高強度型絶縁
ロープは、長期間の使用で繊維が摩耗して強度低下することが
課題となっている。そこで、より高い信頼性で電線張替工事を
実施するために、ロープの繊維および撚りの摩擦低減技術等を
用いて「高耐疲労高強度全天候型絶縁ロープ」の製造技術を
開発するとともに、ロープの非破壊全長点検技術を開発する。

研究テーマ

（公財）かがわ産業支援財団
髙木綱業株式会社
香川県産業技術センター

複合・
新機能材料

内　　容 基盤技術 実施体制


